
電子処方箋導入への取り組み
の現状と課題

～保険薬局の立場から～

会長 下田代 幹太
しもたしろ



利益相反の開示

演者名： 下田代 幹太

私は今回の演題に関連して、
開示すべき利益相反はありません。



びーだま薬局
◆平均処方箋応需数 45枚/日

（R４年3月～R５年２月開局日数 335日）

◆薬剤師数 3.5人

◆医療事務数 2.5人

◆応需医療機関：近隣医療機関、安佐市民病院、

広島市民病院、広島大学病院、等

約130医療機関/年



安佐地区の紹介

人口 高齢化率 面積（Ｋ㎡） 人口密度

中区 136343 25.0% 15.32 8899.6

東区 118738 26.9% 39.42 3012.1

南区 141310 25.0% 26.46 5240.5

西区 187173 24.0% 35.61 52536.1

安佐南区 243980 21.7% 117.03 2084.7

安佐北区 140538 34.7% 353.33 397.7

安芸区 77591 27.2% 94.08 824.7

佐伯区 140735 27.5% 225.43 624.3

広島市全体 1186408 25.9% 906.69 1308.5

人口は令和４年３月31日 広島市HPより

安佐
市民
病院びーだま

薬局



ちなみに・・・

人口 高齢化率 面積（Ｋ㎡） 人口密度

廿日市市 116231 31.2% 489.49 237.45

大竹市 26569 35% 78.66 337.7

人口は廿日市市令和５年２月1日 大竹市は令和３年４月１
日 市HPより

廿日市市

大竹市



•各レセコンベンダーごとに出来る事が違っており
ますので、その点ご理解下さい。

•日々マニュアル、レセコンのバージョンアップ等が
続いておりますので、情報共有に務めて下さい。

免責事項



① 電子処方箋モデル事業について

② 電子処方箋とは

③ 医療機関の発行処方箋の分類

④ 従来の保険証利用とマイナンバーカードの保険証利用の違い

⑤ 調剤の流れ

⑥ 電子処方箋の仕組みを理解するために！

⑦ 薬剤情報、診療・薬剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？

⑧ 重複投薬等チェックとは？

⑨ 苦労編

⑩ 電子処方箋のメリットを実感した点

⑪ 今後の課題

⑫ FAQ

本日のメニュー



① 電子処方箋モデル事業について

① 電子処方箋モデル事業について



モデル地域毎の参加予定施設（追加施
設履歴付き）（令和4年9月28日掲載）

① 電子処方箋モデル事業について



モデル事業に参加した理由（私見）

・病薬連携、医薬連携を進める
ことによって、地域住民の生活の安
心・安全に役立ちたい！

・当薬局のような小規模の薬局で
もやれば出来るということを、各薬局
や厚労省に証明したかった！

詳しくは医療機関等向けポータルサイト＞導入事例を！

① 電子処方箋モデル事業について



他のモデル事業地区との違い ①

他の地区より多くの薬局・医療機関が参加して
いる。

① 電子処方箋モデル事業について
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① 電子処方箋モデル事業について

４ 19 ２ 11 １ 17 15 39



区
分 名称

病
院

1 ★地方独立行政法人 広島市立病院機
構広島市立北部医療センター安佐市民病
院
2 井口医院
3 いるかクリニック
4 勝木台クリニック
5 谷川脳神経外科
6 長久堂野村病院
7 津村耳鼻咽喉科
8 中岡内科
9 中西内科
10 西山整形外科・胃腸科
11 にのみや往診クリニック
12 二宮内科
13 二宮内科高陽クリニック
14 広島共立病院
15 みつだ循環器科内科

区
分 名称

薬
局

16★ココカラファイン薬局安佐市民病院店
17★日本調剤 安佐北薬局
18 相田薬局
19 アイビー薬局可部
20 いねだ薬局
21 ウォンツ相田薬局
22 ウォンツ薬局安佐市民病院店
23 エスマイル薬局口田南店
24 エスマイル薬局緑井店
25 エリア薬局
26 大林スマイル薬局
27 オール薬局深川店
28 オール薬局山本店
29 オリタ薬局可部店
30 可部スマイル薬局
31 かめやま薬局
32 ぎおん中央薬局
33 祇園プラス薬局
34 栗岡共栄薬局
35 クルーズ薬局祇園店
36 クルーズ薬局緑井店
37 康仁薬局大町店

区
分 名称

薬
局

38 コスモス薬局勝木台店
39 すずらん薬局上安店
40 すずらん薬局川内店
41 ドレミ薬局
42 なかしま薬局
43 のぞみ薬局可部南店
44 のぞみ薬局高陽店
45 のぞみ薬局本店
46 ハート薬局高陽店
47 びーだま薬局
48 ふかわ薬局
49 ペリカン薬局
50 みわ薬局
51 ミント薬局川内店
52 ミント薬局せせらぎ店
53 もろき薬局
54 ワイズ薬局

安佐地域モデル事業参加施設

注）★の施設はモデル事業開始当初より導入予定

39の薬局と15の病院がモデル事業の参加施設です。

※ 赤字は３月19日時点で対応
薬局・医療機関として厚労省のHP
リストに上がっている施設（６医療
機関、33薬局）

① 電子処方箋モデル事業について



その結果 ①

・ 様々なメーカーの電子カルテ、レセコンの検証
が可能に。

・ 電子処方箋対応施設が多くなった。

・ 情報管理が煩雑になった。

① 電子処方箋モデル事業について



安佐地区モデル事業参加医療機関・薬局の
ベンダー数

・ 電子カルテ 15医療機関 ７社

・ レセコン（薬局） 39薬局 ５社

・ 電子薬歴（薬局） 39薬局 ８社

※レセコンと電子薬歴のメーカーが異なる薬局 10薬局

① 電子処方箋モデル事業について



電子処方箋対応施設数（３月19日時点）

厚労省HP「電子処方せん対応の医療機関・薬局リスト」より改

都道府県名 病院 診療所 歯科 薬局 計 都道府県名 病院 診療所 歯科 薬局 計 都道府県名 病院 診療所 歯科 薬局 計

1 東京都 ８ 185 193 16 長野県 ３ 32 35 31 山梨県 14 14

2 大阪府 ８ １ 128 137 17 新潟県 ２ 32 34 32 香川県 １ 13 14

3 神奈川県 ４ １ 129 134 18 山形県 １ ２ １ 29 33 33 岩手県 13 13

4 埼玉県 ５ 100 105 19 京都府 １ 31 32 34 石川県 ５ 7 12

5 愛知県 ６ 89 95 20 岐阜県 31 31 35 岡山県 11 11

6 茨城県 94 94 21 愛媛県 ２ 29 31 36 山口県 9 9

7 静岡県 ３ 72 75 22 福島県 １ ２ 27 30 37 長崎県 １ 8 9

8 千葉県 １ 73 74 23 熊本県 １ 23 24 38 鹿児島県 １ 8 9

9 奈良県 １ 71 72 24 秋田県 ３ 17 20 39 大分県 １ 6 7

10 福岡県 １ ９ １ 56 67 25 青森県 １ 18 19 40 宮崎県 6 6

11 兵庫県 １ ２ 61 64 26 群馬県 １ 17 18 41 沖縄県 6 6

12 北海道 ３ 53 56 27 富山県 １ 16 17 42 佐賀県 １ 4 5

13 広島県 ２ ６ 46 54 28 和歌山県 １ 16 17 43 島根県 １ 3 4

14 栃木県 １ 52 53 29 三重県 ２ 14 16 44 福井県 ２ 1 3

15 宮城県 １ 36 37 30 滋賀県 ２ 14 16 45 高知県 3 3

計 7 93 5 1703 1808

① 電子処方箋モデル事業について



2023年２月27日電子処方箋推進協議会資料より

① 電子処方箋モデル事業について



他のモデル事業地区との違い ②

薬局主体で患者さんに電子処方箋を勧める。

→主として薬局が患者さんにモデル事業の説明をし、
「電子処方箋申込書」を医療機関へ提出して頂く。

① 電子処方箋モデル事業について



かかりつけ薬局を守るために！

モデル事業に参加できな
かった薬局はどうするの？

① 電子処方箋モデル事業について



その結果 ②

・ 医療機関の患者さんへの説明の手間が減っている。

・ 医療機関主導型の他の地区では、電子処方箋を選ん
だ患者さんが電子処方箋非対応の薬局に処方箋を持
参し、紙処方箋に変更しなければならない事例がある
が安佐地区では無い。

・ 医療機関主導型の他の地区から比べて電子処方箋発
行数が少ない？

① 電子処方箋モデル事業について



【モデル事業における検証開始】
⑴ 検証内容例の効果測定
⑵ 好事例の共有
⑶ 患者アンケート
【電子処方箋のシステム安定稼
働】
各ベンダのシステムバグを無くす

【モデル事業における検証終了】
⑴ 検証内容例の効果の報告
⑵ 好事例の報告

⑴ 通報したバグをベンダ
主導で全て改修

⑵ 各施設はバグ対応の
改修の検証で協力

【電子処方箋のシステム運用開始】
⑴ 電子処方箋対応プログラム適用
⑵ セルフチェック
⑶ ＳＴＥＰ2の導入判定
【電子処方箋の運用検討】
⑴ 障害時の対応
⑵ 疑義照会等の施設間連携

【電子処方箋のシステム導入準
備】
⑴ オンライン資格確認の導入
⑵ ＨＰＫＩカードの取得
⑶ 電子署名カードリーダの購入
⑷ システム改修依頼

⑴ システムバグの通報
ルールの確立

⑵ システムバグの情報
共有と改修手続き

⑶ ベンダの協力

⑴ ベンダの導入支援
⑵ 導入スケジュール作
成
⑶ 協力患者の確保

好事例を他施設で適
用して同様の効果があ
るか検証

効果測定に必要な項
目の収集方法、タイミ
ング等の確定

⑴ システム操作の習
熟
⑵ 運用手順の整備

電子処方箋の環境整備（安佐市民病院情報室 田坂様作成）

患
者
・
薬
局
・
医
療
機
関
で
導
入
メ
リ
ッ
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
る

R4年10月-12月

R5年1月-3月

4月-9月

10月

システムバグが無く安定稼働が求められている。

電
子
処
方
箋
の
運
用
整
備

安佐地域の電子処方箋モデル事業のロードマップ（案）

① 電子処方箋モデル事業について



② 電子処方箋とは？



② 電子処方箋とは？

電子処方箋とは

成長戦略フォローアップ（令和3年6月18日閣議決定）
オンライン資格確認等システムを基盤とした電子処方箋の仕組みについて、実施時における検証も含め、安全かつ正確な運用に向けた環境整備を行い、2022年度から運用開始する。

そうだったの
か、電子処方
箋

薬局に直接送る
わけではない！



電子処方箋のメリット

② 電子処方箋とは？



② 電子処方箋とは？

医療機関・薬局・患者のメリット

そうだったのか、
電子処方箋



薬局のメリット

・ 服薬指導に利用できる情報が増える
処方・調剤情報、重複薬等チェックの結果、という客観的なデータに基づく服薬指導が可能に。

・ 医療機関との情報共有手段が増える
医師からは処方意図等の記載、薬剤師からは一般名処方や後発品への変更調剤など調剤内容のコメントを記
載することで、電子処方箋管理サービス経由で情報共有が進む。

・ 処方内容記載不備の軽減
用法・用量等の記載漏れ等が無くなるため、無駄な疑義照会の手間が減る。

・ 処方箋保管スペースが減らせる

② 電子処方箋とは？



電子処方箋のデメリット

② 電子処方箋とは？



医療機関・薬局・患者のデメリット

・ 導入の時間とコスト
電子処方箋のシステムを構築するためには、ハードの導入・ソフトのインストールやPCの設定が必要。
さらに、定期的なメンテナンスも必要。また人材も必要？

・ 普及の時間
電子処方箋の普及そのものにも時間がかかることが想定される。
患者は一人ひとり自由に薬局・医療機関を選んでいるため、どの薬局・医療機関でも電子処方箋でやりとりできるようになら
なければ、そもそもの目的を完全に達成することにはならない。

・ 浸透の時間
システムを使い慣れるまでに時間がかかる。
電子処方箋の操作を担当するスタッフが、システムを難なく使えるようになるまでにはある程度時間がかかるであろう。

・ 個人情報漏洩の危険性
マイナンバー制度同様、個人情報漏洩の恐れがないとはいえない。情報漏洩を防ぐためにも、セキュリティ対策には力を入れ
ておくべき。

② 電子処方箋とは？



③ 医療機関の発行処方箋の分類



医療機関の発行処方箋の分類

① 電子処方箋対応医療機関

・紙処方箋（引換番号記載あり）

・電子処方箋（医療機関から処方内容（控）が患者さんに

渡される。薬局は確認後患者さんに返還する。）

② 電子処方箋非対応医療機関（従来の医療機関）

・紙処方箋（引換番号記載なし）

③ 医療機関の発行処方箋の分類



用法が書いてありません！

処方内容（控え）

③ 医療機関の発行処方箋の分類



紙処方箋 電子処方箋対応医療機関が発行

６桁(現時点)の番号あり

③ 医療機関の発行処方箋の分類



紙処方箋 電子処方箋非対応医療機関が発行（従来通り）

オーダ番号

③ 医療機関の発行処方箋の分類



④ 従来の保険証利用とマイナン
バーカードの保険証利用の違い



紙保険証とマイナンバーカードを持参した患
者さんに出来る事の違い

紙保険証 マイナンバー
資格情報の確認 〇 〇

電子処方箋の受付（※） 〇 〇

薬剤情報、診療情報、特定検診情報
等の閲覧

×（同意のプロセスが無い） 〇（同意が無ければ不可）

処方・調剤情報の閲覧（※） ×（同意のプロセスが無い） 〇（同意が無ければ不可）

重複投薬等チェック結果の閲覧（※） （同意のプロセスが無く制限付き） 〇（同意がなければ制限付き）

調剤結果の登録（※） 〇
〇（電子処方箋の場合は電子署名が
必要）

※電子処方箋管理サービスを導入した場合

④ 従来の保険証利用とマイナンバーカードの保険証利用の違い



⑤ 調剤の流れ



そうだったのか、電子処方箋

⑤ 調剤の流れ



そうだったのか、
電子処方箋

⑤ 調剤の流れ



⑥ 電子処方箋の仕組みを理解す
るために！
（わからないことが日々出てきます。）



オンライン資格確認等システムと電子処方箋
管理サービスでできることの違い

① オンライン資格確認等サービス
・オンライン資格確認
（患者の有効な公的医療保険の確認をその場で電子的に確認できる仕組み）
・過去の「薬剤情報」、「診療情報」、「特定検診情報」等の閲覧が可能に。
（レセプト由来のデータ）

② 電子処方箋管理サービス
・「重複投薬・併用禁忌」のチェックが可能に。
・「処方・調剤情報」の閲覧が可能に。
（電子処方箋管理システムに登録している医療機関・薬局からのデータ）
・電子処方箋の運用により、医師等との情報共有が可能に。

⑥ 電子処方箋の仕組みを理解するために！



オンライン資格確認等シ
ステム運用マニュアル

⑥ 電子処方箋の仕組みを理解するために！



薬局システムの理解
レセコン用PC顔認証付きカードリーダー

カードリーダー
（HPKI用）

オンライン資格確認端末

患者の同意をとり、
オンライン資格確
認用端末にデータ
を送る

オンライン資格確認システム（電子処方箋管理サービス）・オンライン請求システム

・処方箋取得
・重複投与等チェック結果取得
・薬剤情報・診療情報、処方
調剤情報・特定検診情報取得

・資格情報の照会
・電子処方箋の取得
・薬剤情報、診療情報、
処方調剤情報、特定
診情報の取得
・重複投与等チェック結
果の取得

・レセプトデータの送信
・調剤結果情報等を含
んだファイルの送信
（電子処方箋の場合
は電子署名付き）

調剤結果の登録（電子
処方箋の場合は電子署

名付き）

・レセプト請求

①
②

③

④
⑤



⑦ 薬剤情報、診療情報、特定検
診情報、処方・調剤情報とは？



いずれも閲覧には患者さんの同意が必要！

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？



オンライン資格確認端末で閲覧できる
データとオンライン資格確認端末を通
してレセコンで閲覧できるデータの表示
が異なっているベンダーあり。

気がついた点

⑦ 電子処方箋の仕組みを理解するために！



オンライン資格確認端末

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？



まだ、「診療・薬剤
情報取得」の項目
が無い！

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？



⑦ー１ 処方・調剤情報とは

電子処方箋管理サービスを利用している病院・診療所・薬局が、
電子処方箋管理サービスに登録した情報（発行された処方箋における
処方情報及び発行された処方箋に基づいて薬局が調剤した薬剤の情
報）から、病院・診療所・薬局及び患者からの参照等を目的として抽出
された医薬品データ。

薬剤情報とは異なり、医師等、薬剤師が電子処方箋管理サービスに情
報を登録した都度データとして反映される。なお、閲覧・保存期間は
100 日。

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？



・現時点で、オンライン資格確認端末では、

にて「薬剤情報」、 「診療情報」
と共に表示されている。

・現時点では当薬局レセコンでは画面にて確認可。

※レセコンによっては「診療・薬剤情報」の取り込みに
対応できていないベンダーがある。

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？

薬剤閲覧 診療・薬剤閲覧



⑦ー２ 薬剤情報とは

・病院・診療所や薬局から審査支払機関に提出された令和3 年9 月分以降の

レセプトから抽出した、医薬品データ。（院内処方薬を含む。）

・毎月5～10 日までに受け付けた医薬品データは一括して11 日の朝までに登

録される。（11～12 日に受け付けたレセプトはそれぞれ翌朝までに登録さ

れる。）閲覧・保存期間は3 年間。

・患者さんが実際に受け取った薬の情報。

→電子処方箋対応薬局・医療機関に限らず、全ての医療機関のレセプトから

のデータ。閲覧のみ。重複投与等チェックはかからない。（当薬局では「オン

ライン資格確認端末 、 」及び「レセコン」

で閲覧可。）

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？

薬剤閲覧 診療・薬剤閲覧



薬剤情報
電子処方箋管理サー
ビスに加入すると「処
方・調剤情報」も併記
される仕様。

（オンライン資格確認端末から印刷）

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？



薬剤情報 （オンライン資格確認端末から印刷）

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？



薬剤情報
「処方・調剤情報」は
反映されていない。

（レセコンから印刷）

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？



薬剤情報 （レセコンから印刷）

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？



・病院・診療所から令和4年6月以降に提出されたレセプトから抽出した診療行為
及び医薬品情報。

・毎月5～10 日までに受け付けた診療行為データは、一括して11 日の朝までに
登録される。11～12日に受け付けたレセプトはそれぞれ翌朝までに登録される。
閲覧・保存期間は3 年間。

→電子処方箋対応非対応に関わらず、全ての医療機関及び薬局のレセプトから
のデータ。
閲覧のみ。重複投与等チェックはかからない

⑦ー３ 診療情報とは

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？



・現時点で、オンライン資格確認端末では、
にて「薬剤情報」、 「処方・調

剤情報」と共に表示されている。

・レセコンによっては「診療情報」の取り込みに対
応できていないベンダーがある。（当薬局）

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？

診療・薬剤閲覧



診療情報
電子処方箋管理サー
ビスに加入すると「処
方・調剤情報」も併記
される。

（オンライン資格確認端末から印刷）

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？



診療情報 （オンライン資格確認端末から印刷）

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？



薬剤情報と診療/薬剤情報の違い

薬剤情報のみで閲覧可能な情報 ジェネリック医薬品に切り替えた場合の削減可能額やお薬手
帳アプリへ連携可能なQRコード

診療・薬剤情報のみで閲覧可能な情報 手術や処置等で使用された医薬品や診療時情報（診療行
為・特定器材・調剤行為）

両方共通で閲覧可能な情報 保険医療機関・保険薬局で調剤されたお薬に関する情報

※マイナポータルを使う＞わたしの情報 より

※患者さんのマイナポータルでは意味があるかも！

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？



薬局においては「診療/薬剤情
報（処方・調剤情報付）」が閲
覧できれば「薬剤情報」はいらな
いような気が・・・。

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？



⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？

シグマ社の画像



⑦ー４ 特定検診情報とは
医療保険者が、40 歳以上74 歳以下の被保険者及び被扶養者に対する
特定健診（高血圧や脂質異常症、糖尿病その他の内臓脂肪の蓄積に起
因する生活習慣病に関する健康診査）及び75 歳以上の後期高齢者に対
する健診の情報。

連携可能な医療保険者等が順次、令和2 年度分以降の情報を提供・登
録。

登録完了時期は健診受診年度の翌年度11 月1 日までとなり、閲覧・保
存期間は5 年間。

→閲覧のみ。重複投与等チェックはかからない。（現時点で当薬局では
「オンライン資格確認端末 」 及び「レセコン」で閲覧。）

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？

特検閲覧



特定検診情報 （オンライン資格確認端末で印刷、レセコン
でも可能）

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？



⑦-５ 診療情報について参考までに・・・
令和４年９月１１日から閲覧できるようになったよう。それ以前に導入し
た薬局は、事前申込は不要だが、システム業者へ設定変更依頼が必要。

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？



オンライン資格確認端末

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？



オンライン資格確認端末

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？



オンライン資格確認端末

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？



薬剤情報 （オンライン資格確認端末から印刷）

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？



診療情報 （オンライン資格確認端末から印刷）

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？



特定検診情報 （オンライン資格確認端末から印刷）

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？



手術情報

?

2023年５月以降
実装予定

⑦ 薬剤情報、診療・調剤情報、特定検診情報、処方・調剤情報とは？



⑧ 重複投薬等チェックとは？



重複投薬等チェックのかかる処方箋の種類及
びその対象データについて

過去100日以内に電子処方箋対応医療機関や薬局が

電子処方箋管理システムに送信したデータと、新たに処方・

調剤される薬剤を突合し、そのチェック結果を閲覧できる。

（現時点で当薬局では「レセコン」でチェック結果を閲覧。）

患者さんの同意を得ないと詳細はみれない！

⑧ 重複投薬等チェックとは？



これが、電子処方箋対応医療機関・薬局を
増やさなければならない最大の理由です！

対応医療機関・薬局が増えれば増えるほど、重複
投薬等チェックの効果が発揮されます！
また、電子処方箋非対応の医療機関発行の紙
処方箋であっても、電子処方箋対応の薬局で電子
処方箋管理システムにあげたデータがあればチェッ
ク可能です。

⑧ 重複投薬等チェックとは？



⑧ 重複投薬等チェックとは？

同意あり



⑧ 重複投薬等チェックとは？

同意無し



⑧ 重複投薬等チェックとは？



⑧ 重複投薬等チェックとは？



ｂ

⑧重複投薬等チェックとは？



ちなみに・・・・

生活保護等オンライン資格確認に対応していな
い被保険者は電子処方箋管理サービスにデータ
を上げるのは不可のようです。

⑧ 重複投薬等チェックとは？



⑨ 苦労編



導入までの苦労

・システム開発がなかなか進まなかった。
（特に電子署名モジュールと重複投薬等チェックのシステム。）

・価格がわからないままにスタート！
各ベンダーによって価格が異なる。

（補助金が妥当か？まだ改修にお金かかりそう。）

⑨ 苦労編



電子処方箋導入までの流れ

（１）オンライン資格確認（顔認証付きカードリーダー）申請
（２）HPKIカードの申請
（３）電子処方箋の利用申請
（４）利用開始日を事前に登録する

（今回のモデル事業に関しては事務局（厚労省+PwC
社）利用開始日を事前に伝える）

※詳細は「電子処方箋導入に向けた準備作業の手引き」
医療機関等向けポータルサイト 参照
https://www.iryohokenjyoho-portalsite.jp/

⑨ 苦労編

https://www.iryohokenjyoho-portalsite.jp/


電子処方箋
導入に向け
た準備作業
の手引き

⑨ 苦労編



現時点（３月30日）までの実績

•電子処方箋 受付回数 ７回

（そのうち同一患者さんが４回）

⑨ 苦労編



システム検証の苦労

•なかなか電子処方箋がこない。

• ベンダーの違う電子カルテと電子処方箋のやり取りの検証。

（本当に薬局の上げたコメントが医療機関に届くのか？また医療機関

側のコメントが自局で閲覧できるのか？の確認。）

→電子処方箋管理システムからデータを電子カルテに取り込む時間

が決まっている電子カルテもあり、コメントが見れないとあたふたした

事例あり。

⑨ 苦労編



⑨ 苦労編



メルフィン側の画面 SSI側の画面

⑨ 苦労編

野村病院 薬剤科長 荒川 隆之 先生 提供



薬局→病院コメント 日本調剤 EMシステム（びーだま薬局） 三菱メルフィン

安佐市民病院
調剤〇
コメント×（見えない）
署名検証〇

調剤〇
コメント△（4項目中2項目見えない）
署名検証〇

調剤〇
コメント〇
署名検証×

長久堂野村病院
調剤〇
コメント〇

調剤〇
コメント〇

調剤〇
コメント〇

病院→薬局コメント 日本調剤 EMシステム（びーだま薬局） 三菱メルフィン

安佐市民病院
調剤〇
コメント〇

調剤〇
コメント〇

調剤〇
コメント〇

長久堂野村病院
調剤〇
コメント〇

調剤〇
コメント〇

調剤〇
コメント×

西山整形外科
調剤〇
コメント×

⑨苦労編



⑨ー４ 運用面での苦労

•マイナンバーカードを持参する患者さんが少ない。

•患者さんに電子処方箋のメリットをうまく説明できない。

•各ベンダーによって出来る事、出来ないことが異なる。

（何を見て調剤するか？）

•電子薬歴とレセコンのメーカーが違うため、「コメント」等の入
力、がレセコンでしかできないため、入力時間に困る。

•マニュアルに書いてある内容と実際の仕様が異なっている。

⑨ 苦労編



デジタル庁 政策データダッシュボード
⑨ 苦労編



総務省資料より

⑨ 苦労編



0.647×0.682×100=

44.1 ％？

広島県の患者さんのマイナンバーカード保険証
持参率（推定）

⑨ 苦労編

×普段の保
持率



何を見て調剤するか？

電子処方箋のデータをそのまま
表示する機能が必須。

ダウンロード？したデータをレセ
コンに取り込んだ後のデータは
変換を間違える可能性あり！

（例）メルフィン

⑨ 苦労編



最近まで画面を PrtSc で印刷して調剤し
ていました。

⑨ 苦労編



（例）EMシステムズ

⑨ 苦労編



安佐市民病院 薬剤部主任部長 宮森伸一 先生 提供

⑨ 苦労編



当薬局の現状のシステム
顔認証付きカードリーダー

レセコン用PC

オンライン資格確認端末

カードリーダー
（HPKI用）

⑨ 苦労編

電子薬歴



⑨苦労編

理想は…
顔認証付きカードリーダー

レセコン用PC

オンライン資格確認用PC

電子薬歴端末２

電子薬歴端末１



⑩ 電子処方箋のメリットを実感した点

•院内処方でお薬手帳に記載していない使用薬剤を把握する事
ができた。

• FAXコーナー終了後に電話にて引換番号を教えて頂き、来局
前に調剤できた。



（参考）電子処方箋を来局前に調剤する方法

• FAXコーナーから処方内容（控え）を送信してもらう。

•何らかの方法（画像や電話）で被保険者番号と引換番号を

教えてもらう。

（新患の場合は、保険者番号・個人単位被保険者番号・生

年月日・名前が必要。）

⑩ 電子処方箋のメリットを実感した点



⑩ 電子処方箋のメリットを実感した点



⑪ 今後の課題
• マイナンバーカード
普及を増やす、保険証としての利用を促す、毎回提示してもらうよう促す対策が必

要。

•医療機関・薬局
対応する医療機関が少ないので増やす必要がある。

→処方・調剤情報を増やすことが大切！

本来医療機関を増やせば対応薬局も増えるはずだが、国から薬局へのフォローば

かり多くなって、薬局の方を減らされるのはちょっと・・・

• ベンダー側
とにかく改修を急いで欲しい。完成されたパッケージを！

ベンダーによって仕様が異なっている。ガイドラインに沿って統一して欲しい。

価格がまちまち。



電子処方箋導入に
向けた準備作業の
手引き

⑪ 今後の課題



医療機関等向けポータルサイト

⑪ 今後の課題



当薬局での工夫
•保険証確認の際に、まずマイナンバーカードお持ちですか？と声掛け。
持っていなければ保険証をお持ちですかと声掛け。

（安くなる場合がありますよ！）

• お薬手帳を忘れた方で、併用薬があり何かわからない場合、マイナンバー
カードを持っているか聞き、同意を得れれば、顔認証リーダーに通して頂き、
併用薬を確認する。

•電子処方箋対応医療機関の紙処方箋を内容を見ずに引換番号で入
力し、後で処方箋を確認し、問題点が無いか確認している。

⑪ 今後の課題



医療情報・システム基盤整備体制充実加算

現行の加算 特例措置
（令和５年４月～12月）

初診 マイナンバーカードを利用しない ４点 ６点

マイナンバーカードを利用する ２点 ２点

再診 マイナンバーカードを利用しない ー ２点

マイナンバーカードを利用する ー ー

調剤 マイナンバーカードを利用しない ３点 ４点

マイナンバーカードを利用する １点 １点

※医療機関１ヵ月に１回、薬局６ヵ月に１回

⑪ 今後の課題



⑫ FAQ



Q① 疑義紹介について「照会内容を通常は薬歴および処方箋に書き
込むのですが、電子処方箋の場合はレセプトのコメントに入力するので
すか？」

今まで通りの運用だと考えます。疑義照会は急を要するので、電
話にて医療機関に問い合わます。電子処方箋のコメント欄に「疑
義内容」を入力する画面がありますが、それは疑義紹介をした後
にその内容を記載するものだそうです。

⑫ FAQ



Q② 電子処方箋では調剤印の変わりに電子署名をす
る場合は、服薬指導した人のものでしょうか？

本来、服薬指導した薬剤師が電子署名するのが正しいと思いま
すが、当面の間は各薬局に電子署名をするのに必要なHPKI
カードは２枚しかありません。誰のでもいいようです。

⑫ FAQ



Q③監査印？（調剤済み印のこと？）はどこに押
すのでしょうか？

HPKIカードを、カードリーダーにおいて、電子的に押します。

⑫ FAQ



Q④ HPKIカードリーダーはマイナンバーのカード
リーダーとは別のものなのですよね？

⑫ FAQ



Q⑤ どの時点から「電子処方箋を運用している」
ことになるのでしょうか？

⑫ FAQ



厚生労働省は２０日、２６日に始まる電子処方箋について、処方・調剤情報を電子処方箋管理サービスに送受し
ていれば、従来の紙の処方箋を発行していても「電子」運用とみなす考えを示した。「紙か電子化は本質ではな
く、重要なのはデータが蓄積されること」としている。初日に対応できる薬局数も公表（１５日現在）。全店舗
数の１％にも満たない１６２施設にとどまった、ただし、じほうの取材では２６日時点ではほぼ半数の店舗で運
用を始める計画の企業（クオールホールディングス＜HD＞などもあり、運用時点で対応できる薬局の数は増えて
いる可能性がある。

厚労省はモデル事業と同様に、実際の電子処方箋の流れも２段階に設定。システムを導入し、処方・調剤情報
を管理サービスに送受しつ処方箋は紙で発行する段階から始め、その後、患者が紙か電子を選べる流れを想定し
ている。そのため、「運用に慣れるため、まずは紙から始められる」としている。

同省電子処方箋サービス推進室の伊藤建室長は「紙の処方箋であってもデータ自体がたまっていくことに電子
処方箋の意義がある」と」説明。従来通り紙の処方箋を応需していても「電子処方箋を運用している」と捉える
考えを示した。どの時点で紙から電子に移行するかは各事業者に委ねる。

⑫ FAQ



⑫ FAQ



⑫ FAQ



⑫ FAQ



Q⑥ HPKIカードがなかなか入手できないのです
が、早く手に入れることは出来ないのでしょうか？

⑫ FAQ

HPKIファストトラックという方法があります。



HPKIファストトラック

始まってます！今こそ導入、電子処方箋



病薬連携・薬薬連携を進

める大きなチャンスです。
https://cases.iryohokenjyoho-portalsite.jp/

https://cases.iryohokenjyoho-portalsite.jp/


以上です！
令和４年10月２日 電子処方箋モデル事業フォーラム＆住民説明会











電子処方箋を受付けて

•取材や講演依頼がいっぱい来て忙殺された。（モデル事業に関
して話す事はＮＧ。）

•生みの苦しみを味わった。

会として、薬局として。

•患者さんのメリットを中々うまく伝えられなかった。

•良かった点

•悪かった点

•今後に向けて



参考リンク集

•医療機関等向けポータブルサイト

• https://www.iryohokenjyoho-portalsite.jp/

•厚労省「電子処方箋」

• https://www.mhlw.go.jp/stf/denshishohousen.html

https://www.iryohokenjyoho-portalsite.jp/
https://www.mhlw.go.jp/stf/denshishohousen.html


⑫ー１問題点（ハード、ソフト面）

•レセコン会社と電子薬歴会社が異なる場合、未だデータのやり
取りの方式が決定していない。（システム構成が限られている
状態。）

（医療機関等向けポータルサイト＞特定健診情報・薬剤情報・診
療情報について）

https://www.iryohokenjyoho-portalsite.jp/faq/post-14.html

https://www.iryohokenjyoho-portalsite.jp/faq/post-14.html


マイナンバーカードを持参した場合の顔認証付
きカードリーダー表示の流れ

1. 来局（マイナンバーカードをセット）
2. 本人確認（顔若しくは暗証番号）
3. 「診療情報・薬剤情報・特定検診情報」閲覧の同意確認
4. 処方箋の種類の選択（紙の処方箋か電子処方箋か）
5. 資格確認（マイナンバーを保険証登録していない場合はその申込

画面に。）
6. 高額療養費制度活用の確認

https://www.youtube.com/watch?v=fOeu4D-Mul4

https://www.youtube.com/watch?v=fOeu4D-Mul4


第●●回日本薬剤師会学術大会
利益相反の開示

筆頭演者名： ○○ ○○

私は今回の演題に関連して、
開示すべき利益相反はありません。



薬剤情報、処方情報、調剤情報の違いに
ついて
• 薬剤情報
・診療・調剤報酬明細書の情報を基にしている
・患者が実際に受け取ったお薬の情報
・約1か月半前から最大3年前までの情報が取得できる
・院内処方を含む

• 処方情報
・電子処方箋管理サービスに登録された情報を基にしている（電子処方箋管理サービスを導入した
保険医療機関を利用した場合に限り取得が可能）
・医師が患者に対して交付する処方箋の情報
・処方行為が行われた直後から最大100日前までの情報が取得できる
・院内処方を含まない

• 調剤情報
・電子処方箋管理サービスに登録された情報を基にしている（電子処方箋管理サービスを導入した
保険薬局を利用した場合に限り取得が可能）
・患者が実際に受け取ったお薬の情報
・調剤行為が行われた直後から最大100日前までの情報が取得できる
・院内処方を含まない

• なお、医療保険情報取得APIで取得可能な薬剤情報として、「薬剤情報」「薬剤情報・処方情報・
調剤情報」の2種類がありますが、前者は処方情報、調剤情報を含まず、後者は含みます。



【モデル事業における検証開始】
⑴ 検証内容例の効果測定
⑵ 好事例の共有
⑶ 患者アンケート
【電子処方箋のシステム安定稼
働】
各ベンダのシステムバグを無くす

【モデル事業における検証終了】
⑴ 検証内容例の効果の報告
⑵ 好事例の報告

⑴ 通報したバグをベ
ンダ

主導で全て改修
⑵ 各施設はバグ対応
の

改修の検証で協力
【電子処方箋のシステム運用開
始】
⑴ 電子処方箋対応プログラム適
用
⑵ セルフチェック
⑶ ＳＴＥＰ2の導入判定
【電子処方箋の運用検討】
⑴ 障害時の対応
⑵ 疑義照会等の施設間連携

【電子処方箋のシステム導入準
備】
⑴ オンライン資格確認の導入
⑵ ＨＰＫＩカードの取得
⑶ 電子署名カードリーダの購入
⑷ システム改修依頼

⑴ システムバグの通
報

ルールの確立
⑵ システムバグの情
報

共有と改修手続き
⑶ ベンダの協力

⑴ ベンダの導入支援
⑵ 導入スケジュール作
成
⑶ 協力患者の確保

好事例を他施設で適
用して同様の効果があ
るか検証

効果測定に必要な項
目の収集方法、タイミ
ング等の確定

⑴ システム操作の習
熟
⑵ 運用手順の整備

電子処方箋の環境整備

患
者
・
薬
局
・
医
療
機
関
で
導
入
メ
リ
ッ
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
る

R4年10月-12月

R5年1月-3月

4月-9月

10月

システムバグが無く安定稼働が求められている。

電
子
処
方
箋
の
運
用
整
備

安佐地域の電子処方箋モデル事業のロードマップ（案）
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モデル事業の

検証

モデル事業の

報告

全ての施設が

運用開始

電子処方箋のシステム導入準備

済

⑴ システム操作の習
熟
⑵ 運用手順の整備

バグ修正の

検査

システム不具合の

洗出し

ベンダは導入行程表の

提案

好事例の

評価

効果測定結果の

収集

ベンダからマニュアル
を

入手
【ベンダの方へのお願い】
①ベンダからモデル事業参加施設へ導
入行程表を提示していただき安佐地域
全体のスケジュールを共有させてください。
②行程で進捗の遅れている施設へフォ
ローしていただきたいです。

【施設の方へのお願い】
①ベンダから操作マニュアル等の提供を
受けてください。
②運用開始までに操作できるよう準備
していただきたいです。



そうだったのか、
電子処方箋



そうだったのか、
電子処方箋



そうだったのか、
電子処方箋



そうだったのか、
電子処方箋



③電子処方箋について

被保険者(患者)から見た電子処方箋の導入意義

医療機関や薬局にとって質の高い診療・処方や調剤・

服薬指導といったメリットがあるが、患者(被保険者)

にとっても、健康増進による生産性向上、オンライン診療

・服薬指導の利用促進による医療アクセスの更なる向上、

さらに医療費削減による医療保険の持続性を高めること

により、大きなメリットとなる。



何が違うの？



そうだったのか、電子処方箋

⑧ 重複投薬等チェックとは？



カードレス署名への対応

試したけど、うまく登録できなかった！

⑨ 苦労編
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